
自治体の年金広報の取組（厚生労働省）

■ 狭山市役所 「年金ってなんだろう？パネル展」

令和８年２月１７日～２７日、狭山市役所で「年金ってなんだろう？パネル展」が開催されました。

【開催経緯】

・年金手続きは窓口業務が中心だが、大切な年金制度を窓口に来られた方にしかお伝えすることができない

ため、市民の皆さまに年金制度をより身近に感じてもらい、将来への安心につなげてもらうことを目的に、

市役所を訪れた方が気軽に知ることができる場を作りたいと考え、市役所1階エントランスホールにて

パネル展を企画した。開催にあたり、近隣市では類似イベント実績が確認できなかったため、インパクトが

大きいと考え、本市初の取組として、所沢年金事務所の協力を得て開催した。

【開催期間】

・令和８年２月１７日～２７日、確定申告受付期間として、来庁者が通常より多い時期に開催。

【展示内容】

・パネル展では、厚生労働省 年金ポータルキャラクター「年金水先案内人」と狭山市のイメージ

キャラクター「おりぴぃ」の等身大パネルの設置や、国民年金、厚生年金の制度の説明、年金手帳、

届書の実物、関連パンフレットやチラシ、日本年金機構への2次元コード等を展示。

当省からは、iDeCoのクリアファイルとポスターの提供を行った。

・本パネル展については、狭山ケーブルテレビ、Instagram「さやまちょこっとなび」にて紹介された。

本事業を開催した担当者のみなさま：写真左から、
健康推進部 保険年金課の山口主事、須賀主任、
桑原主幹、生島主事補、田中主事
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【実際の展示の様子】

＜来場者の声＞

来場者からは次のような感想がありました。

・字も大きく、分かりやすく説明されていて、
見ていて勉強になりました。作られた方の
気持ちが大変伝わって来ました。

・年金の知識が知れたことで、将来への備え
が重要となることや将来だけではない障害
年金や遺族年金のことも身近に感じた。
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